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問題Ⅲ（標準的な解答例） 

 

問一 

被験者が不自然な状況でさまざまな無生物について特徴を思いつくよう強制されるような特定

の状況下だからこそ、文法的ジェンダーは連想関係に影響を及ぼすのであって、文法的ジェンダ

ーが常に話し手の思考に深い影響を及ぼしていることの証明になっていないという弱点。（125

字） 

 

 

問二 

被験者から連想関係を聞きだすことなく、連想関係に文法的ジェンダーが及ぼす影響を測るた

め、英語のみを用いて無生物と人間の名前を関連付けて覚える記憶ゲームを行い、対象物のジェ

ンダーと名前のジェンダーが一致している方が記憶成績がよいことをつきとめたことから、主観

的判断の影響を排除しても対象物に文法的に付与されたジェンダーと、男らしさ、女らしさとの

間には連想関係があるという結論に至った。（193字） 

 

 

 

問題Ⅳ（正答と標準的な解答例） 

 

問一 

①臆面  ②首脳  ③賠償  ④払拭  ⑤利器 

⑥割賦  ⑦勧善  ⑧円滑   ⑨清算  ⑩奏 

 

問二 

来客にかこつけて禁止していたお酒を飲む 

 

問三 

議論や検討が十分になされて、結論が出る段階に近づく。 

 

 

 

 

 

 


